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• 66頁．定理 3.10の証明の 2–3行目でとっている εは，∫ ∞

−∞
(|f(x+ i dε)|+ |f(x− i dε)|) dx < ∞

となるように（必要に応じて十分小さく）とっておく必要がある．これは，定義
2.32（43頁）のB(Dd)の条件式 (2.38)により可能である．
このとき，67頁の二つ目の別行立ての式の直後で述べているように，「式 (3.50)

で Γn,εのうち実軸に平行な経路上の積分は有限値」になる．

• 67頁の式 (3.52)．
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に訂正する．（この式以降の定理 3.10の証明は，現状のままで正しい．）
これは，式 (2.41)から式 (3.51)を引く際の，f(x± i dε)の係数に対する以下の計

算から分かる．

◦ f(x+ i dε)の係数．zp := π(x+ i dε)/hに対して，次が成立：
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◦ f(x− i dε)の係数．zm := π(x− i dε)/hに対して，次が成立：
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（以上）
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